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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成26年7月3日(2014.7.3)

【公開番号】特開2013-233151(P2013-233151A)
【公開日】平成25年11月21日(2013.11.21)
【年通号数】公開・登録公報2013-063
【出願番号】特願2013-146287(P2013-146287)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  19/00     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   9/10     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/47     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/15     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/19     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/21     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/10     (2006.01)
   Ｃ１２Ｐ  21/02     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/18     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ  15/00    ＺＮＡＡ
   Ｃ０７Ｋ  19/00    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   9/10    　　　　
   Ｃ０７Ｋ  14/47    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   1/15    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   1/19    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   1/21    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   5/00    １０１　
   Ｃ１２Ｐ  21/02    　　　Ｃ
   Ｃ０７Ｋ  16/18    　　　　
   Ａ６１Ｋ  39/395   　　　Ｄ
   Ａ６１Ｋ  39/395   　　　Ｎ
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年5月19日(2014.5.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
β（１，４）－ガラクトシルトランスフェラーゼ（ＧａｌＴ）活性を有する融合ポリペプ
チドをコードする配列を含む核酸を含む哺乳動物発現ベクターであって、ＧａｌＴ活性を
有する該融合ポリペプチドが、哺乳動物ＧａｌＴの触媒ドメインと、哺乳動物マンノシダ
ーゼＩＩ（ＭａｎＩＩ）または哺乳動物β（１，２）－Ｎ－アセチルグルコサミニルトラ
ンスフェラーゼＩ（ＧｎＴＩ）のゴルジ常在ポリペプチドのゴルジ局在化ドメインを含む
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、ベクター。
【請求項２】
配列番号１９に示されるヌクレオチド配列を含む、請求項１に記載の発現ベクター。
【請求項３】
配列番号２０に示されるアミノ酸配列を有するポリペプチドをコードする配列を含む、請
求項１に記載の発現ベクター。
【請求項４】
配列番号１９に示されるヌクレオチド配列に対して少なくとも９９％同一な配列を含む、
請求項１に記載の発現ベクター。
【請求項５】
配列番号２０のアミノ酸配列に対して少なくとも９９％同一なアミノ酸配列を有するポリ
ペプチドをコードする配列を含む、請求項１に記載の発現ベクター。
【請求項６】
請求項１に記載の発現ベクターを含む、哺乳動物宿主細胞。
【請求項７】
ＧａｌＴ活性を有する融合ポリペプチドを産生するための方法であって、該方法は、
　ＧａｌＴ活性を有する該融合ポリペプチドをコードする前記核酸の発現を可能にする条
件下で、培地中で、請求項６に記載の宿主細胞を培養する工程、および、
　生じた培養物からＧａｌＴ活性を有する該融合ポリペプチドを回収する工程、
を包含する、方法。
【請求項８】
哺乳動物宿主細胞によって産生されたポリペプチドのグリコシル化プロフィールを改変す
るための方法であって、請求項１～５のいずれか１項に記載の発現ベクターを、該宿主細
胞に導入する工程を包含する、方法。
【請求項９】
前記宿主細胞によって産生された前記ポリペプチドが、ＩｇＧまたはそのフラグメントで
ある、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
前記宿主細胞によって産生された前記ポリペプチドが、ＩｇＧ１またはそのフラグメント
である、請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
前記宿主細胞によって産生された前記ポリペプチドが、ヒトＩｇＧのＦｃ領域に相当する
領域を含む融合タンパク質である、請求項８に記載の方法。
【請求項１２】
宿主細胞によって産生されたポリペプチドのＦｃ領域中のオリゴ糖を改変するのに十分な
量の、ＧａｌＴ活性を有する融合ポリペプチドをコードする少なくとも一つの核酸を発現
するように操作された哺乳動物宿主細胞であって、該宿主細胞によって産生される該ポリ
ペプチドが、全抗体分子、抗体フラグメント、および、免疫グロブリンのＦｃ領域に相当
する領域を含む融合タンパク質からなる群より選択され、そして、ＧａｌＴ活性を有する
該融合ポリペプチドが、哺乳動物ＧａｌＴの触媒ドメインと、哺乳動物ＭａｎＩＩまたは
哺乳動物ＧｎＴＩのゴルジ常在ポリペプチドのゴルジ局在化ドメインを含む、宿主細胞。
【請求項１３】
前記宿主細胞により産生された前記ポリペプチドが、ＩｇＧまたはそのフラグメントであ
る、請求項１２に記載の宿主細胞。
【請求項１４】
前記宿主細胞により産生された前記ポリペプチドが、ＩｇＧ１またはそのフラグメントで
ある、請求項１２に記載の宿主細胞。
【請求項１５】
前記宿主細胞により産生された前記ポリペプチドが、ヒトＩｇＧのＦｃ領域に相当する領
域を含む融合タンパク質である、請求項１２に記載の宿主細胞。



(3) JP 2013-233151 A5 2014.7.3

【請求項１６】
前記宿主細胞により産生された前記ポリペプチドが、前記改変の結果として増加したＦｃ
レセプター結合親和性を示す、請求項１２に記載の宿主細胞。
【請求項１７】
前記宿主細胞により産生された前記ポリペプチドが、前記改変の結果として増加したエフ
ェクター機能を示す、請求項１２に記載の宿主細胞。
【請求項１８】
前記増加したエフェクター機能が、増加したＦｃ媒介性細胞傷害性である、請求項１７に
記載の宿主細胞。
【請求項１９】
前記増加したエフェクター機能が、ＮＫ細胞に対する増加した結合である、請求項１７に
記載の宿主細胞。
【請求項２０】
前記増加したエフェクター機能が、マクロファージに対する増加した結合である、請求項
１７に記載の宿主細胞。
【請求項２１】
前記増加したエフェクター機能が、多形核細胞に対する増加した結合である、請求項１７
に記載の宿主細胞。
【請求項２２】
前記増加したエフェクター機能が、単球に対する増加した結合である、請求項１７に記載
の宿主細胞。
【請求項２３】
前記増加したエフェクター機能が、増加した、直接シグナル伝達に誘導されたアポトーシ
スである、請求項１７に記載の宿主細胞。
【請求項２４】
前記増加したエフェクター機能が、増加した樹状細胞成熟である、請求項１７に記載の宿
主細胞。
【請求項２５】
前記増加したエフェクター機能が、増加したＴ細胞プライミングである、請求項１７に記
載の宿主細胞。
【請求項２６】
前記Ｆｃレセプターが、Ｆｃγ活性化レセプターである、請求項１６に記載の宿主細胞。
【請求項２７】
前記Ｆｃレセプターが、ＦｃγＲＩＩＩＡレセプターである、請求項１６に記載の宿主細
胞。
【請求項２８】
前記宿主細胞が、ＣＨＯ細胞、ＢＨＫ細胞、ＮＳＯ細胞、ＳＰ２／０細胞、ＹＯ骨髄腫細
胞、Ｐ３Ｘ６３マウス骨髄腫細胞、ＰＥＲ細胞、ＰＥＲ．Ｃ６細胞またはハイブリドーマ
細胞である、請求項１２に記載の宿主細胞。
【請求項２９】
前記宿主細胞によって産生された前記ポリペプチドが、抗ＣＤ２０抗体である、請求項１
２に記載の宿主細胞。
【請求項３０】
前記抗ＣＤ２０抗体が、ＩＤＥＣ－Ｃ２Ｂ８である、請求項２９に記載の宿主細胞。
【請求項３１】
前記宿主細胞によって産生された前記ポリペプチドが、キメラ抗ヒト腎細胞癌モノクロー
ナル抗体ｃｈＧ２５０である、請求項１２に記載の宿主細胞。
【請求項３２】
請求項１２に記載の宿主細胞であって、抗体分子および抗体フラグメントまたは免疫グロ
ブリンのＦｃ領域に相当する領域を含む融合タンパク質をコードする少なくとも一つの形
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質転換された核酸をさらに含む、宿主細胞。
【請求項３３】
請求項１２に記載の宿主細胞であって、ＧａｌＴ活性を有する融合ポリペプチドをコード
する前記少なくとも一つの核酸が、構成的プロモーターエレメントに作動可能に連結され
る、宿主細胞。
【請求項３４】
請求項３２に記載の宿主細胞であって、前記少なくとも一つの形質転換された核酸が、抗
ＣＤ２０抗体、キメラ抗ヒト神経芽腫モノクローナル抗体ｃｈＣＥ７、キメラ抗ヒト腎細
胞癌モノクローナル抗体ｃｈＧ２５０、キメラ抗ヒト結腸癌、肺癌および乳癌モノクロー
ナル抗体ＩＮＧ－１、ヒト化抗ヒト１７－１Ａ抗原モノクローナル抗体３６２２Ｗ９４、
ヒト化抗ヒト結腸直腸腫瘍抗体Ａ３３、ＧＤ３ガングリオシドに対して指向された抗ヒト
黒色腫抗体Ｒ２４、キメラ抗ヒト扁平上皮癌モノクローナル抗体ＳＦ－２５、抗ヒトＥＧ
ＦＲ抗体、抗ヒトＥＧＦＲｖＩＩＩ抗体、抗ヒトＰＳＭＡ抗体、抗ヒトＰＳＣＡ抗体、抗
ヒトＣＤ２２抗体、抗ヒトＣＤ３０抗体、抗ヒトＣＤ３３抗体、抗ヒトＣＤ３８抗体、抗
ヒトＣＤ４０抗体、抗ヒトＣＤ４５抗体、抗ヒトＣＤ５２抗体、抗ヒトＣＤ１３８抗体、
抗ヒトＨＬＡ－ＤＲ改変抗体、抗ヒトＥｐＣＡＭ抗体、抗ヒトＣＥＡ抗体、抗ヒトＭＵＣ
１抗体、抗ヒトＭＵＣ１コアタンパク質抗体、抗ヒト異所性グリコシル化ＭＵＣ１抗体、
ＥＤ－Ｂドメインを含むヒトフィブロネクチン改変体に対する抗体、または抗ヒトＨＥＲ
２／ｎｅｕ抗体をコードする、宿主細胞。
【請求項３５】
宿主細胞中で、ポリペプチドを産生するための方法であって、該方法は、以下：
　（ａ）ＧａｌＴ活性を有する融合ポリペプチドをコードする少なくとも一つの核酸を発
現するように操作された哺乳動物宿主細胞を、全抗体分子、抗体フラグメントおよび免疫
グロブリンのＦｃ領域に相当する領域を含む融合タンパク質からなる群より選択されるポ
リペプチドの産生を可能にする条件下で、培養する工程であって、ＧａｌＴ活性を有する
該融合ポリペプチドが、哺乳動物ＧａｌＴの触媒ドメインと、哺乳動物ＭａｎＩＩまたは
哺乳動物ＧｎＴＩのゴルジ常在ポリペプチドのゴルジ局在化ドメインを含み、そして、Ｇ
ａｌＴ活性を有する該融合ポリペプチドは、該宿主細胞によって産生された該ポリペプチ
ドのＦｃ領域におけるオリゴ糖を改変するのに十分な量で発現される、工程；ならびに
　（ｂ）該宿主細胞によって産生された該ポリペプチドを単離する、工程
を包含する、方法。
【請求項３６】
前記宿主細胞によって産生された前記ポリペプチドが、前記改変の結果として増加したエ
フェクター機能を有する、請求項３５に記載の方法。
【請求項３７】
前記増加したエフェクター機能が、増加したＦｃ媒介性細胞傷害性である、請求項３６に
記載の方法。
【請求項３８】
前記増加したエフェクター機能が、ＮＫ細胞に対する増加した結合である、請求項３６に
記載の方法。
【請求項３９】
前記増加したエフェクター機能が、マクロファージに対する増加した結合である、請求項
３６に記載の方法。
【請求項４０】
前記増加したエフェクター機能が、単球に対する増加した結合である、請求項３６に記載
の方法。
【請求項４１】
前記増加したエフェクター機能が、多形核細胞に対する増加した結合である、請求項３６
に記載の方法。
【請求項４２】
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前記増加したエフェクター機能が、直接シグナル伝達に誘導されたアポトーシスである、
請求項３６に記載の方法。
【請求項４３】
前記増加したエフェクター機能が、増加した樹状細胞成熟である、請求項３６に記載の方
法。
【請求項４４】
前記増加したエフェクター機能が、増加したＴ細胞プライミングである、請求項３６に記
載の方法。
【請求項４５】
前記宿主細胞により産生された前記ポリペプチドが、前記改変の結果として増加したＦｃ
レセプター結合親和性を示す、請求項３６に記載の方法。
【請求項４６】
前記Ｆｃレセプターが、Ｆｃ活性化レセプターである、請求項４５に記載の方法。
【請求項４７】
前記Ｆｃレセプターが、ＦｃγＲＩＩＩＡレセプターである、請求項４５に記載の方法。
【請求項４８】
前記宿主細胞によって産生された前記ポリペプチドが、該ポリペプチドのＦｃ領域におけ
る増加した割合の二分されたオリゴ糖を有する、請求項３６に記載の方法。
【請求項４９】
前記宿主細胞によって産生された前記ポリペプチドが、該ポリペプチドのＦｃ領域におけ
る増加した割合の非フコシル化オリゴ糖を有する、請求項３６に記載の方法。
【請求項５０】
前記非フコシル化オリゴ糖がハイブリッドである、請求項４９に記載の方法。
【請求項５１】
前記非フコシル化オリゴ糖が複合体である、請求項４９に記載の方法。
【請求項５２】
前記宿主細胞によって産生された前記ポリペプチドが、該ポリペプチドのＦｃ領域におけ
る増加した割合の二分された非フコシル化オリゴ糖を有する、請求項３６に記載の方法。
【請求項５３】
前記二分された非フコシル化オリゴ糖がハイブリッドである、請求項５２に記載の方法。
【請求項５４】
前記二分された非フコシル化オリゴ糖が複合体である、請求項５２に記載の方法。
【請求項５５】
前記ポリペプチドのＦｃ領域におけるオリゴ糖の少なくとも２０％が、二分され、非フコ
シル化される、請求項５２に記載の方法。
【請求項５６】
前記ポリペプチドのＦｃ領域におけるオリゴ糖の少なくとも２５％が、二分され、非フコ
シル化される、請求項５２に記載の方法。
【請求項５７】
前記ポリペプチドのＦｃ領域におけるオリゴ糖の少なくとも３０％が、二分され、非フコ
シル化される、請求項５２に記載の方法。
【請求項５８】
前記ポリペプチドのＦｃ領域におけるオリゴ糖の少なくとも３５％が、二分され、非フコ
シル化される、請求項５２に記載の方法。
【請求項５９】
請求項３５～５８のいずれか１項に記載の方法によって産生された、増加したエフェクタ
ー機能を有するように操作された、抗体。
【請求項６０】
請求項３５～５８のいずれか１項に記載の方法によって産生された、増加したＦｃレセプ
ター結合親和性を有するように操作された、抗体。
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【請求項６１】
前記増加したエフェクター機能が、増加したＦｃ媒介性細胞傷害性である、請求項５９に
記載の抗体。
【請求項６２】
前記増加したエフェクター機能が、ＮＫ細胞に対する増加した結合である、請求項５９に
記載の抗体。
【請求項６３】
前記増加したエフェクター機能が、マクロファージに対する増加した結合である、請求項
５９に記載の抗体。
【請求項６４】
前記増加したエフェクター機能が、単球に対する増加した結合である、請求項５９に記載
の抗体。
【請求項６５】
前記増加したエフェクター機能が、多形核細胞に対する増加した結合である、請求項５９
に記載の抗体。
【請求項６６】
前記増加したエフェクター機能が、直接シグナル伝達に誘導されたアポトーシスである、
請求項５９に記載の抗体。
【請求項６７】
前記増加したエフェクター機能が、増加した樹状細胞成熟である、請求項５９に記載の抗
体。
【請求項６８】
前記増加したエフェクター機能が、増加したＴ細胞プライミングである、請求項５９に記
載の抗体。
【請求項６９】
前記Ｆｃレセプターが、Ｆｃ活性化レセプターである、請求項６０に記載の抗体。
【請求項７０】
前記Ｆｃレセプターが、ＦｃγＲＩＩＩａレセプターである、請求項６０に記載の抗体。
【請求項７１】
Ｆｃ領域を含み、請求項３５～５８のいずれか１項に記載の方法によって産生された、増
加したエフェクター機能を有するように操作された、抗体フラグメント。
【請求項７２】
免疫グロブリンのＦｃ領域に相当する領域を含み、請求項３５～５８のいずれか１項に記
載の方法によって産生された、増加したエフェクター機能を有するように操作された、融
合タンパク質。
【請求項７３】
Ｆｃ領域を含み、請求項３５～５８のいずれか１項に記載の方法によって産生された、増
加したＦｃレセプター結合親和性を有するように操作された、抗体フラグメント。
【請求項７４】
免疫グロブリンのＦｃ領域に相当する領域を含み、請求項３５～５８のいずれか１項に記
載の方法によって産生された、増加したＦｃレセプター結合親和性を有するように操作さ
れた、融合タンパク質。
【請求項７５】
請求項５９～７１のいずれか１項に記載の抗体および薬学的に受容可能なキャリアを含有
する、薬学的組成物。
【請求項７６】
請求項７１または７３に記載の抗体フラグメントおよび薬学的に受容可能なキャリアを含
有する、薬学的組成物。
【請求項７７】
請求項７２または７４に記載の融合タンパク質および薬学的に受容可能なキャリアを含有
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する、薬学的組成物。
【請求項７８】
癌の処置のための医薬の製造における、請求項７５～７７のいずれか１項に記載の薬学的
組成物の使用。
【請求項７９】
Ｂ細胞枯渇に基づく疾患処置のための、請求項３５～５８のいずれか１項に記載の方法に
より産生された抗体の治療的に有効量を含む、薬学的組成物。
【請求項８０】
前記抗体が、抗ＣＤ２０モノクローナル抗体である、請求項７９に記載の薬学的組成物。
【請求項８１】
前記抗ＣＤ２０抗体が、ＩＤＥＣ－Ｃ２Ｂ８である、請求項８０に記載の薬学的組成物。
【請求項８２】
哺乳動物宿主細胞であって、以下：
　（ａ）請求項１に記載の発現ベクター；および
　（ｂ）ポリペプチドをコードする核酸分子を含む発現ベクターであって、該ポリペプチ
ドが、ＭａｎＩＩ活性を有する、発現ベクター
を含む、宿主細胞。
【請求項８３】
請求項８２に記載の宿主細胞であって、ＧａｌＴ活性を有する前記融合ポリペプチドをコ
ードする前記核酸分子およびＭａｎＩＩ活性を有する前記ポリペプチドをコードする前記
核酸分子が、同一の発現ベクター上に存在する、宿主細胞。
【請求項８４】
請求項８２に記載の宿主細胞であって、ＧａｌＴ活性を有する前記融合ポリペプチドをコ
ードする前記核酸分子およびＭａｎＩＩ活性を有する前記ポリペプチドをコードする前記
核酸分子が、別々の発現ベクター上に存在する、宿主細胞。
【請求項８５】
前記宿主細胞が、ＣＨＯ細胞、ＢＨＫ細胞、ＮＳＯ細胞、ＳＰ２／０細胞、ＹＯ骨髄腫細
胞、Ｐ３Ｘ６３マウス骨髄腫細胞、ＰＥＲ細胞、ＰＥＲ．Ｃ６細胞およびハイブリドーマ
細胞からなる群より選択される、請求項８２に記載の宿主細胞。
【請求項８６】
請求項８２に記載の宿主細胞であって、ポリペプチドをコードする核酸分子を含む発現ベ
クターをさらに含み、該ポリペプチドが、β（１，２）－Ｎ－アセチルグルコサミニル－
トランスフェラーゼＩＩ（ＧｎＴＩＩ）活性を有する、宿主細胞。
【請求項８７】
請求項８６に記載の宿主細胞であって、ＧａｌＴ活性を有する融合ポリペプチドをコード
する前記核酸分子、ＭａｎＩＩ活性を有するポリペプチドをコードする前記核酸分子およ
びＧｎＴＩＩ活性を有するポリペプチドをコードする前記核酸分子が、同一の発現ベクタ
ー上に存在する、宿主細胞。
【請求項８８】
請求項８６に記載の宿主細胞であって、ＧａｌＴ活性を有する融合ポリペプチドをコード
する前記核酸分子、ＭａｎＩＩ活性を有するポリペプチドをコードする前記核酸分子およ
びＧｎＴＩＩ活性を有するポリペプチドをコードする核酸分子が、それぞれ別々の発現ベ
クター上に存在する、宿主細胞。
【請求項８９】
請求項８６に記載の宿主細胞であって、ＧａｌＴ活性を有する融合ポリペプチドをコード
する前記核酸分子が一つの発現ベクター上に存在し、そして、ＭａｎＩＩ活性を有するポ
リペプチドをコードする前記核酸分子およびＧｎＴＩＩ活性を有するポリペプチドをコー
ドする前記核酸分子が、同一の発現ベクター上に存在する、宿主細胞。
【請求項９０】
請求項８６に記載の宿主細胞であって、ＭａｎＩＩ活性を有するポリペプチドをコードす
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る前記核酸分子が一つの発現ベクター上に存在し、そして、ＧａｌＴ活性を有する融合ポ
リペプチドをコードする前記核酸分子およびＧｎＴＩＩ活性を有するポリペプチドをコー
ドする前記核酸分子が、同一の発現ベクター上に存在する、宿主細胞。
【請求項９１】
請求項８６に記載の宿主細胞であって、ＧｎＴＩＩ活性を有するポリペプチドをコードす
る前記核酸分子が一つの発現ベクター上に存在し、そして、ＧａｌＴ活性を有する融合ポ
リペプチドをコードする前記核酸分子およびＭａｎＩＩ活性を有するポリペプチドをコー
ドする前記核酸分子が、同一の発現ベクター上に存在する、宿主細胞。
【請求項９２】
宿主細胞によって産生されたポリペプチドのＦｃ領域中のオリゴ糖を改変するのに十分な
量の、請求項１に記載の発現ベクターおよびＭａｎＩＩ活性を有するポリペプチドをコー
ドする少なくとも一つの核酸を発現するように操作された哺乳動物宿主細胞であって、該
宿主細胞によって産生される該ポリペプチドが、全抗体分子、抗体フラグメントおよび免
疫グロブリンのＦｃ領域に相当する領域を含む融合タンパク質からなる群より選択される
、宿主細胞。
【請求項９３】
宿主細胞によって産生されたポリペプチドのＦｃ領域中のオリゴ糖を改変するのに十分な
量の、請求項１に記載の発現ベクター、ＭａｎＩＩを有するポリペプチドをコードする少
なくとも一つの核酸およびＧｎＴＩＩ活性を有するポリペプチドをコードする少なくとも
一つの核酸を発現するように操作された哺乳動物宿主細胞であって、該宿主細胞によって
産生される該ポリペプチドが、全抗体分子、抗体フラグメントおよび免疫グロブリンのＦ
ｃ領域に相当する領域を含む融合タンパク質からなる群より選択される、宿主細胞。
【請求項９４】
前記宿主細胞により産生された前記ポリペプチドが、前記改変の結果として増加したＦｃ
レセプター結合親和性を示す、請求項９２または９３に記載の宿主細胞。
【請求項９５】
前記宿主細胞により産生された前記ポリペプチドが、前記改変の結果として増加したエフ
ェクター機能を示す、請求項９２または９３に記載の宿主細胞。
【請求項９６】
前記増加したエフェクター機能が、増加したＦｃ媒介性細胞傷害性である、請求項９５に
記載の宿主細胞。
【請求項９７】
前記増加したエフェクター機能が、ＮＫ細胞に対する増加した結合である、請求項９５に
記載の宿主細胞。
【請求項９８】
前記増加したエフェクター機能が、マクロファージに対する増加した結合である、請求項
９５に記載の宿主細胞。
【請求項９９】
前記増加したエフェクター機能が、多形核細胞に対する増加した結合である、請求項９５
に記載の宿主細胞。
【請求項１００】
前記増加したエフェクター機能が、単球に対する増加した結合である、請求項９５に記載
の宿主細胞。
【請求項１０１】
前記増加したエフェクター機能が、増加した、直接シグナル伝達に誘導されたアポトーシ
スである、請求項９５に記載の宿主細胞。
【請求項１０２】
前記増加したエフェクター機能が、増加した樹状細胞成熟である、請求項９５に記載の宿
主細胞。
【請求項１０３】
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前記増加したエフェクター機能が、増加したＴ細胞プライミングである、請求項９５に記
載の宿主細胞。
【請求項１０４】
哺乳動物宿主細胞中で、ポリペプチドを産生するための方法であって、該方法は、以下：
　（ａ）請求項１に記載の発現ベクターおよびＭａｎＩＩ活性を有するポリペプチドをコ
ードする少なくとも一つの核酸を発現するように操作された哺乳動物宿主細胞を、全抗体
分子、抗体フラグメントおよび免疫グロブリンのＦｃ領域に相当する領域を含む融合タン
パク質からなる群より選択されるポリペプチドの産生を可能にする条件下で、培養する工
程であって、ＧａｌＴ活性を有する前記融合ポリペプチドが、該宿主細胞によって産生さ
れた該ポリペプチドのＦｃ領域におけるオリゴ糖を改変するのに十分な量で発現される、
工程；ならびに
　（ｂ）該宿主細胞により産生された該ポリペプチドを単離する、工程
を包含する、方法。
【請求項１０５】
前記宿主細胞が、ＧｎＴＩＩ活性を有するポリペプチドをコードする少なくとも一つの核
酸を発現するようにさらに操作される、請求項１０４に記載の方法。
【請求項１０６】
前記ポリペプチドが、前記改変の結果として増加したエフェクター機能を有する、請求項
１０４に記載の方法。
【請求項１０７】
前記宿主細胞によって産生された前記ポリペプチドが、該ポリペプチドのＦｃ領域におけ
る増加した割合の二分された非フコシル化オリゴ糖を有する、請求項１０４に記載の方法
。
【請求項１０８】
前記二分された非フコシル化オリゴ糖がハイブリッドである、請求項１０７に記載の方法
。
【請求項１０９】
前記二分された非フコシル化オリゴ糖が複合体である、請求項１０７に記載の方法。
【請求項１１０】
前記ポリペプチドのＦｃ領域におけるオリゴ糖の少なくとも２０％が、二分され、非フコ
シル化される、請求項１０７に記載の方法。
【請求項１１１】
前記ポリペプチドのＦｃ領域におけるオリゴ糖の少なくとも２５％が、二分され、非フコ
シル化される、請求項１０７に記載の方法。
【請求項１１２】
前記ポリペプチドのＦｃ領域におけるオリゴ糖の少なくとも３０％が、二分され、非フコ
シル化される、請求項１０７に記載の方法。
【請求項１１３】
前記ポリペプチドのＦｃ領域におけるオリゴ糖の少なくとも３５％が、二分され、非フコ
シル化される、請求項１０７に記載の方法。
【請求項１１４】
請求項１０４～１１３のいずれか１項に記載の方法によって産生された、増加したエフェ
クター機能を有するように操作された、抗体。
【請求項１１５】
請求項１１４に記載される抗体および薬学的に受容可能なキャリアを含有する薬学的組成
物。
【請求項１１６】
癌の処置のための医薬の製造における、請求項１１５に記載の薬学的組成物の使用。
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